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第４章  目標達成に向けた施策 
 

第１節 基本方針１ 
 

 

 
 

「ごみを発生させない社会の確立」に向けて、次の 3 つの施策を実行します。 

●施策１ ごみの発生抑制 

●施策２ 食品ロスの削減 

●施策３ 再使用の推進 

 
 

 
 

◇市民 ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）についての考え方を理解し、リサイク

ルよりも２Ｒ（リデュース・リユース）の取り組みを優先し、環境にやさしい（簡易

包装やごみの発生が少ない製品等）ものの選択や、買い物時のマイバッグやマイボト

ル等の持参により不要な買い物袋を減らしたりすることで、ごみの発生抑制に努めま

す。 

【市民の役割】 

〇３Ｒの考え方の理解 

〇お出かけ時のマイバッグやマイボトル等の持参 

〇簡易包装やごみの発生が少ない製品等の選択 

 

◇事業者 ごみをできるだけ発生させない商品づくりや販売を行うことや、マイバッグの利

用者に対する割引や利用者にレジ袋削減を促す仕掛けづくり、また廃棄物管理責任

者や従業員などへの啓発・教育を実施することでごみの発生抑制に努めます。 

【事業者の役割】 

〇ごみをできるだけ発生させない商品づくりや販売と提供 

〇レジ袋の有料化、マイバッグ持参によるポイント付与など利用者にレジ袋削減を促す

仕掛けづくり 

〇廃棄物管理責任者や従業員などへの啓発・教育の実施 

〇顧客に向けたＰＲ活動 

 

◇行政 市民や事業者に対して、３Ｒの実践を通して普及・啓発を行うことや、リサイクル

よりも２Ｒの取り組みを優先的に取り組んでもらえるよう、２Ｒによる効果、実践方

法を啓発・教育し、ごみの発生抑制につながる環境づくりに努めます。 

【行政の役割】 

〇２Ｒとリサイクルの実践の普及・啓発 

〇環境教育・環境学習の実施 

〇ごみの発生抑制を促す仕組みづくり 

〇特定事業者＊等による廃棄物減量化等計画書の義務付け 

「ごみの発生抑制」について 施策１ 

 
基本方針 

１ 
ごみを発生させない社会の確立 
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◇市民 賞味期限切れや作りすぎ等が原因で捨ててしまう食品（食品ロス）がなるべく発

生しないよう、食品の保存に関する正しい考え方を身に付けることや計画的な買い

物を実施することで、食品ロスの削減に努めます。 
 

【市民の役割】 

〇計画的な買い物や食べ切りの実践 

〇賞味期限・消費期限の正しい理解 

〇生ごみの水切りの徹底 

 

◇事業者 食品ロスがなるべく発生しにくいように、小分け商品の販売や小盛りメニュー

の導入等を実施することで食品ロスの削減に努めます。 
 

【事業者の役割】 

〇食品ロスが発生しにくい、小分け商品などの販売 

〇小盛りメニューの提供など食べ切り協力店による利用者への啓発 

〇食品廃棄物の民間リサイクルルートの活用（食品リサイクル法の遵守） 

 

◇行政 食品ロスについての周知の徹底や、食べ切りを推進している事業者へのインセン

ティブの働く環境を市民・事業者に対して提供します。 

 

【行政の役割】 

〇食品ロス削減の意識を醸成する広報・啓発、学びの場の提供 

〇食品ロスを再利用できる場の提供 

〇飲食店が食べ切りを推進するための仕掛けづくり 

〇スーパー等の食品廃棄物の分別・リサイクルしやすい環境づくり 

〇食べ残し抑制推進・認定店制度の導入 

〇行政・市民・事業者の 3 者協働による食品ロスの啓発やイベントの実施 

 

 

取り組み例 

フードドライブの実施（食品ロス）  対象となるごみ 

食品ロス削減による食品廃棄物の減量を図るため、 

フードドライブの実施を推進・支援します。 
生活系ごみ 

事業系ごみ 

 

食べ残し抑制推進・認定店制度の導入（食品ロス） 対象となるごみ 

外食時や宴会での料理の食べ残しや家庭での 

食品ロス削減に向けた取り組みを推進するために、 

食べ残し抑制推進・認定店制度の導入を行います。 

事業系ごみ 

 

「食品ロスの削減」について 施策２ 
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◇市民 ものを長く使用することや、リユースショップなどに販売し、再度別の購入者に

使ってもらうことで、ものの再使用の推進に努めます。 
 

【市民の役割】 

〇古着等の資源集団回収への排出 

〇リターナブルびん＊の利用 

〇民間リユースショップ、フリーマーケットの活用 

 

◇事業者 繰り返し使用できるリターナブルびんの利用・販売やリユース食器の利用、衣

類等を資源回収へ排出、実施することで、ものの再利用の推進に努めます。 
 

【事業者の役割】 

〇飲食店などによるリターナブルびんの販売・回収 

〇リユース食器の利用促進 

〇簡易包装やごみの発生が少ない製品等の選択 

 

◇行政 不用品の再使用の取り組みやリサイクルプラザの利用推進を行うことで、ものの

再使用のしやすい環境を市民・事業者に対して提供します。 
 

【行政の役割】 

〇不用品の再使用の取り組みの推進 

〇西宮市リサイクルプラザ（粗大ごみ展示・活用施設）の利用推進 

〇図書館で活用できなくなった図書の市民への無料配布 

 
 

  

「再使用の推進」について 施策３ 
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第２節 基本方針２ 
 

 

 
 

「分別の徹底とリサイクルの推進」に向けて、次の 2 つの施策を実行します。 

●施策１ 分別の徹底 

●施策２ リサイクルの推進 

 

 
 

 
  

◇市民 分別排出のルール厳守を継続することに努めます。 
 

【市民の役割】 

〇排出・分別ルールの厳守 

〇環境学習講座や施設見学会に積極的に参加 

 

◇事業者 古紙の分別や産業廃棄物を分別することにより、ごみの減量に努めます。 
 

【事業者の役割】 

〇産業廃棄物の適正処理や法令厳守 

〇廃棄物管理責任者や従業員などへの啓発・教育の実施 

〇再資源化可能な古紙類の分別排出の徹底 

〇環境学習講座や施設見学会の開催及び参加 

 

◇行政 市民、事業者にごみ処理についての広報・啓発、学びの場の提供や古紙類及びその

他プラの分別しやすい環境を提供します。 
  

【行政の役割】 

〇分別ルール、適正処理の広報・啓発、学びの場の提供 

〇不動産業者等と連携したごみ分別ガイドブック・チラシ等の配布 

〇再資源化可能な古紙類の分別排出を促す仕組みづくり 

〇プラスチックごみの発生抑制・再資源化の推進 

 

 取り組み例 

市処理施設への事業系古紙類の搬入規制 対象となるごみ 

市内事業者に対して再資源化が可能な古紙類の分別排出の徹底を呼びかけ

るとともに、市処理施設への再資源化が可能な古紙類の搬入を禁止すること

により、市全体のごみ総排出量の減量および資源化率の向上を図ります。 

 

■実施開始時期：令和 7 年 1 月 

■規制対象となる古紙類 

 ・事業活動に伴い発生する紙くずのうち、一般廃棄物に該当するもの 

 ・上記のうち、再資源化が可能なもの 

事業系ごみ 

「分別の徹底」について 施策１ 

 
基本方針 

２ 
分別の徹底とリサイクルの推進 
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 ◇市民 集団回収への参加、店頭回収の利用により、リサイクルの推進に努めます。 
 

【市民の役割】 

〇店頭回収の利用 

〇集団回収への参加 

 

 ◇事業者 店頭回収実施の協力や、古紙、食品廃棄物の民間リサイクルルートの活用を

促すことで、リサイクルの推進に努めます。 
 

【事業者の役割】 

〇店頭回収実施の協力 

〇古紙、食品廃棄物の民間リサイクルルートの活用 

 

 ◇行政 集団回収団体の奨励や店頭回収の利用促進や分別排出された資源を効率よくリ

サイクルできる環境を提供します。 
 

【行政の役割】 

〇集団回収団体の活動促進や奨励 

〇店頭回収の利用促進 

〇資源物持ち去り行為禁止の徹底 

〇古紙類、その他プラ、食品廃棄物をリサイクルしやすい環境づくり 

○事業系古紙の民間リサイクルルートの確立 

〇常設リサイクルステーションの設置 

〇びんのリサイクル率の向上 
 

取り組み例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業系古紙リサイクルシステムの構築 対象となるごみ 

事業系の古紙回収は、小規模事業者等の少量排出事業者からの 

回収とオフィス雑紙の回収が挙げられます。 

「事業所内での回収」や「古紙回収拠点の設置」等、 

事業者が排出した古紙をリサイクルに繋げる 

システムを構築し、導入します。 

事業系ごみ 

 

「リサイクルの推進」について 施策２ 
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★本市はこちらを採用しました 



44 

 

 

第３節 基本方針３ 
 

 

 
 

「適正で効率的なごみ処理体制の構築」に向けて、次の 3 つの施策を実行します。 

●施策１ 効率的な収集・運搬と適正なごみ処理の計画・推進 

●施策２ ごみの適正処理の啓発 

●施策３ 美しいまちづくりの推進 

 
 

 

 

   施策を推進するために市は次の 5 項目について実施していきます。 

 

（１） 環境にやさしいごみ処理体系の構築 

収集・運搬時、ごみ処理時に発生する温室効果ガスの削減等、環境にやさしいごみ

処理体系を構築します。 

 

（２） 市民が排出しやすい収集体系の環境づくり 

高齢化社会や社会情勢に応じた市民がごみを排出しやすい環境づくりをするため

に分別区分や排出方法を検討します。 

 

（３） 安定的・効率的なごみ処理を推進するための施設整備計画 

焼却施設は西部総合処理センターと東部総合処理センターの 2 施設体制で、ごみ処

理が滞らない安定的な処理を継続していますが、西部総合処理センター焼却施設の老

朽化による代替え施設の整備が必要になっています。ごみ処理の継続と環境負荷の少

ない施設を計画し整備します。 

また、粗大ごみや不燃ごみの処理は西部総合処理センター破砕選別施設の老朽化に

よる代替え施設の整備が必要になっています。リサイクルの更なる向上に向けた施設

を計画し整備します。 

 

（４） 処理困難物等 

スプリングマットレス、タイヤ、有害物などの適正処理困難物＊を適正に処理でき

るように処理ルートや処理方法を検討します。また、水銀廃棄物処理対応についても、

処理方法や処理ルートの確保の情報収集に努め、情報の提供に努めます。 

 

（５） 最終処分量低減の推進 

焼却残渣や破砕残渣等の再利用等も検討し、最終処分量を低減するための方策を検

討します。 

「効率的な収集・運搬と適正なごみ処理の計画・推進」について 

 
基本方針 

３ 
適正で効率的なごみ処理体制の構築 

施策１ 
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 ◇市民・事業者 廃棄物処理について理解を深めることにより、適正なごみ処理に努め

ます。 
 

【市民、事業者の役割】 

〇廃棄物処理についての理解 

〇排出・分別ルールの厳守（市民） 

〇一般廃棄物と産業廃棄物の分別の徹底（事業者） 

 

◇行政 広報・啓発や情報提供、不適正排出者への指導を実施します。 
 

【行政の役割】 

〇適正処理の広報・啓発、学びの場の提供 

〇不適正排出の排除 

〇搬入物の展開検査＊や不適正排出事業者に対する個別指導の実施 

 

 

取り組み例 

各世代に応じた情報発信の展開 対象となるごみ 

ごみの適正処理について、若者から高齢者まで幅広く 

関心をもってもらうため、行政からの情報をインター 

ネットや啓発冊子（リーフレット等）の配布を通じて 

周知を図ります。 

 

生活系ごみ 

 

 

中小事業所向けの業種別資源化促進ガイドブック等の作成・配布  対象となるごみ 

事業系ごみは様々な業種の事業者から排出されるため、 

事業者の業種によって排出されるごみ量や組成も異なります。 

従って、適正な処理や資源化促進のための業種別資源化促進 

ガイドブックを作成し、配布します。 

 

事業系ごみ 

 

 

２Ｒ・３Ｒ推進に関する活動を行う個人・団体・事業者の表彰制度の創設 対象となるごみ 

廃棄物等の２Ｒ・３Ｒに率先して取り組み、 

継続的な活動を通じて顕著な実績を上げている者を 

表彰することによりこれらの活動を奨励し、 

２Ｒ・３Ｒの推進を図るため、表彰制度を創設します。 

 

生活系ごみ 

事業系ごみ 

 
 

 

「ごみの適正処理の啓発」について 施策２ 
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 ◇市民・事業者 地域美化活動の参加や、ポイ捨て、不法投棄＊をなくすことにより美し

いまちづくりに努めます。 
 

【市民、事業者の役割】 

〇地域美化活動や「わがまちクリーン大作戦」への参加 

〇ポイ捨て、不法投棄の禁止 

〇ごみ集積場所の適正管理及び清潔保持 

 

◇行政 地域と連携して美化活動の企画や実施、不法投棄のされにくい環境を提供しま

す。 
 

【行政の役割】 

〇地域と連携して美化活動の企画と実施への支援 

〇不法投棄をされにくい環境づくり 

  

  

 

「美しいまちづくりの推進」について 施策３ 
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参考：現状の施策一覧 

施策種別 施策の名称 施策の内容 

広報・ 

啓発活動 

ごみ減量 等推進員 制

度 

ごみ減量・リサイクルの地域リーダーとして 534 名(平成 30 年度)

が活動（平成 8 年度から実施） 

ごみ減量・資源化に関する研修会の開催 

家電品等 のリサイ ク

ルに関する普及啓発 

家電リサイクル法による家電対象品、再生資源有効利用促進法に基

づくパソコン等、市が収集・処分できないものに関するリサイクル、

処分方法の普及啓発 

ごみの減量・リサイク

ルに関する普及活動 

リサイクルについての総合的な啓発施設（リサイクルプラザ）を設置

（平成 11 年度竣工）し、粗大ごみの展示や修理、再生利用、リサイ

クル品を提供する「いきいきごみ展」、情報提供等を実施 

ごみ減量やリサイクル、環境美化などを普及啓発する「環境美化ポス

ター展」の開催 

「西宮市レジ袋削減推進委員会＊」を設置し、協定締結やレジ袋の削

減キャンペーンを実施（平成 20 年度から実施） 

啓発情報の発信 

市政ニュースやホームページ等への掲載 

「ハローごみ」等の啓発冊子やビラ、ポスターの作成・配布、「ごみ

巡回相談」等の実施 

「事業系廃棄物適正処理ハンドブック」の作成・配布 

地域清掃活動 

6 月と 12 月に、地域主体で散乱ごみを一斉清掃する「わがまちクリ

ーン大作戦」を実施 

環境美化啓発の一環としてポイ捨て防止を呼びかける「クリーンア

ップひょうごキャンペーン」を実施 

資源の持 ち去り行 為

の防止 

資源の持ち去り禁止条例の制定や啓発活動により、持ち去りを行え

ない環境づくりの推進（平成 29 年度から実施） 

不法投棄対策 

国･県･市の関係 16 機関で「不法投棄防止協議会」を設置し、防止

策･啓発方法の検討や、パトロール・不良ごみステーションの巡回清

掃を実施（平成 6 年度から実施） 

ごみ拾いアプリ「西宮市版ピリカ」＊の導入（令和 2 年度から実施） 

環境学習 

活動 

出前授業 市職員が市内の小学校に出向き、環境学習授業を実施 

施設見学会 
ごみ処理･リサイクルに関する知識と理解を深めるために、ごみ処理

施設見学の実施 

巡回相談 ごみの分別・処理をテーマにした講義の実施、学びの場の提供 
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施策種別 施策の名称 施策の内容 

生活系ごみ 

排出抑制・ 

資源化 

指定袋制度の導入 
もやすごみとその他プラの排出時に使用するごみ袋を市が指定する

ごみ袋に限定（令和 4 年度から実施） 

生ごみの減量 

「生ごみ３きり運動＊」の推進（平成 29 年度から実施） 

フードドライブの実施（平成 29 年度から実施） 

西宮市食品ロス削減パートナー制度＊（令和 3 年度から実施） 

集団回収活動等への 

支援 

一般家庭から排出される再生資源の集団回収を実施する地域団体等

に奨励金を交付（平成 9 年度から実施） 

ごみの資源化 

ペットボトルの分別収集・資源化（平成 11 年度から実施） 

その他プラの分別収集・資源化（平成 25 年度から実施） 

使用済小型家電の拠点回収・資源化（平成 29 年度から実施） 

古紙回収拠点の設置（令和 4 年度から実施） 

民間事業者との連携

によるリユース推進 

繰り返し利用可能な容器にて商品を販売する循環型ショッピングプ

ラットフォーム「Ｌｏｏｐ」＊の導入（令和 4 年度から実施） 

民間企業が展開するプラットフォーム「おいくら」・「ジモティー」・

「メルカリ」を活用した市民のリユース活動を促進（令和 4 年度か

ら実施） 

事業系ごみ

排出抑制・ 

資源化 

事業系ごみの有料化 従量制による処理手数料の徴収・排出抑制 

指定袋制度の導入 
可燃ごみの排出時に使用するごみ袋を市が指定するごみ袋に限定

（令和 4 年度から実施） 

事業系ごみの減量･

資源化 

特定事業者に対する、事業系ごみの処理･再生利用に関する計画書及

び実績報告書の提出とごみ排出状況等の把握 

多量排出事業者や不適正処理事業者への立入調査及び助言・指導 

事業系一般廃棄物「ごみ減量・再資源化」研修会の開催 

西宮市食品ロス削減パートナー制度（令和 3 年度から実施） 

事業系古紙の資源化 
古紙の分別排出の徹底及び減量に関する周知啓発・指導 

古紙回収拠点の設置（令和 4 年度から実施） 

搬入ごみ展開検査 
ごみ搬入事業者に対する搬入ごみ展開検査の実施（平成 24 年度か

ら実施） 

店頭回収への協力 販売店の店頭での紙パック等の回収運動について広報等に協力 

市役所内の減量・資

源化 

会議資料の電子化等によるコピー用紙の減量、古紙・ペットボトル・

廃プラスチックの分別・資源化、各フロアへの分別ごみ箱の設置 

市の処理施

設における

資源化 

ごみ焼却 

余熱の利用 

焼却余熱エネルギーを蒸気として回収、発電、場内・外にて余熱利 

用＊（昭和 54 年度から実施） 

不燃・粗大ごみから

の資源回収 

不燃・粗大ごみから金属・ガラス等の有価物の回収資源化（昭和 55

年度から実施） 

 


